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西白河郡矢吹町堰の上地内における廃液流出事故の発生について（第１報）

本日1月29日、西白河郡矢吹町堰の上地内で廃液流出の情報が入りました。
この情報を受けて、福島河川国道事務所では関係機関に連絡するとともに詳しい

状況を確認中ですが、現時点で異常は確認されておりません。

１．概要
・確認場所：西白河郡矢吹町堰の上地内（隈戸川まで約０．３㎞、釈迦堂川合流点まで約７．０㎞、

阿武隈川合流点まで約１２．０ｋｍ）

・確認日時：１４時２５分頃（福島県より情報）

・事 象：西白河郡矢吹町堰の上地内の事業所から２．５ｍ３の廃液が流出

・原 因：民間事業者からの流出

２．対応状況
13:15 事業者が矢吹町へ通報

14:25 福島県から福島河川国道事務所へ通報

14:35 福島河川国道事務所から関係機関へ連絡（下流自治体及び下流利水者）

15:17 県が事業所から調整池を経由して隈戸川へ流出する水路において簡易水質測定を行った結果、ｐ

Ｈが３．１を計測

15:39 福島県県南建設事務所が事故発生付近から下流約１．５㎞まで巡視の結果、魚類のへい死を含め

異常なし

15:58 福島河川国道事務所の郡山出張所が阿武隈川本川から釈迦堂川合流点まで巡視の結果、異状なし

16:30 福島県県南地方振興局が隈戸川下流の鶯橋、雷神橋、柿の内橋（約下流３㎞）で確認した結果、

魚類のへい死は確認されなかった

16:30 事業者は調整池で中和作業及び池の水をバキュームで吸い上げの作業中

18:54 福島河川国道事務所が、阿武隈川本川合流前の釈迦堂川で、簡易試験にｐＨを測定。異常を示す

結果はなし。

※現時点で、関係機関と情報共有済みであり、取水停止及び被害の情報は入っていません

３．今後の対応

現在、廃液の成分を含めて詳細を確認中
明日、本日に引き続き、河川巡視、水質分析を実施予定
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